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要旨 
本論文は、日本のポピュラー音楽における「青春パンク」というジャンルに着目し、THE 

BLUE HEARTS と銀杏 BOYZ を中心に、その成立背景と表現の変遷を考察するもので

ある。まず、日本におけるパンクロックが欧米とは異なる社会的・精神的文脈のもとで形

成されたことを確認し、そこから青春パンクがどのように生まれたのかを整理した。次に、

ブルーハーツが提示したシンプルで普遍的な表現と、銀杏 BOYZ が展開した過激で内向的

な表現を比較し、両者の歌詞や思想の共通点と相違点を明らかにした。これらの分析を通

して、青春パンクが若者の内面的な葛藤や生きづらさを可視化する文化的表現であり、日

本社会に固有の感情構造を反映した音楽であることを論じる。 
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